
学費の公私間格差是正、『私学も無償に』、就学支援金制度の維持・拡充、                                                      

 

 新年あけましておめでとうございます。私学に通う子どもたちの経済的負担を無くし、「少人数学級」「教職員増」など教育条件を拡充を伴う真の「私学の無償化」をめざして、本年も全国の私学の仲間の力を結集させて

いきましょう!!  本年もどうぞよろしくお願いいたします。提出期限として設定した2月中旬に向けて、国向け署名の新年のとりくみが全国各地でスタートしています。広島では、「広島県ゆきとどいた教育をすすめる会」

と広私教が、両輪となって、2月までのとりくみをスタートさせています。両団体がそれぞれで新たな呼びかけチラシを作成し、各校へ配布しています。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1/8報告（1/13現在）で 

 

 昨年末までの集約数の報告を年明け早々全国

にお願いしたところ、岩手、東京、石川、岐阜、

大阪、岡山、香川、福岡、熊本の9 都府県から

報告が届きました。その結果、昨年12／25比

で96,980筆増の339万9303筆となりまし

た。全国各県のご奮闘に心より敬意を表します。 

 12/11 院内集会から数百筆の増加であって

もこの積み重ねが大きな力となっていきます。 

各都道府県、２月中旬までの具体的なとりくみ(卒業生郵送・幼稚園学童など他団体他労組要請など)方針を立てて、昨年数を上回る集約をめざしましょう!! 

 全全国国私私学学助助成成ををすすすすめめるる会会  （（事事務務局局：：全全国国私私教教連連））  
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広島県ゆきとどいた教育をすすめる会作成の呼びかけビラ 

 

広私教が組合員に向けて配布したニュース 


